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1.地域公共交通活性化・再生総合事業計画の実施状況 

 

 平成 20年度より実施している「地域公共交通活性化・再生総合事業」の事業実施状況について、下表にまとめた。表中のオレンジ文字は事業の周知・PR 策を示している。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成20年度 平成21年度

事業名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

上田市街地循環バ
ス実証運行事業

丸子地域循環バス
実証運行事業

循環バス共通回数
券の発行

傍陽線本原地区迂
回実証運行

タクシー事業の活性
化及び観光振興に
資する事業

乗り継ぎ情報提供
表示板及びバス
マップ作成

別所線車両ラッピン
グ

協議会の開催状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平成20年度 平成21年度

実証運行

実証運行 ★見直しの実施（H22

★H20年10月20日実証運行開始

★H20年10月20日実証運行開始

★回数券の発売開始

★上田・大屋両駅に情報提供表示板を設置（H21年3月末設置） ダイヤ改正

★平成20年10月に「自然と友だち1号」、12月に「自然と友だち2号」が運行開始

★バスマップを上田市全世帯に配布（H21年4月）

★上田地区全世帯に循環バスパンフレットを配布

★丸子地区全世帯に循環バスパンフレットを配布

★循環バス車内にて回数券発売チラシの掲示

★循環

★丸子地区全世帯に

第2回 第3回 第4回 第5回

★真田地区及び関係地区全世帯に真田

平成22年度 平成23年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

平成22年度 平成23年度

★見直しによる本格運行開始
（H22年4月中旬以降予定）

★本格運行実証運行22年1月4日）

発売開始（H22年1月4日）

★H22年10月1日
実証運行開始 ★本格運行

★H22年6月：アテンダント配置
★H22年7月：ご意見箱設置、観光振興のための観光PR実施

改正に合わせ随時更新

循環バス車内にて販売促進チラシの配布（H23年1～3月）

に循環バスパンフレットを配布

第6回 第7回

バスパンフレットを配布
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2.各事業の概要と実施状況 

2－1.上田市街地循環バス実証運行事業 

2－1－1.事業概要 

事業名 上田市街地循環バス実証運行 実証運行開始日 H20 年 10 月 20 日 

運行形態 定時定路線の循環型 運行本数 9 便 運休日 休日、年末年始 

概要 

 上田市街地循環バスは従来、東コース、西コースの 2 コースで運行していた。東コースは 1 方向の循

環型、西コースは往復型の定時定路線であった。上田市では上田駅西側の「JT 跡地の再開発」が予定さ

れており、そこへのアクセスが当循環バスの課題としてあった。そこで、JT 跡地整備後を見越し、東コ

ースと西コースを一体（直通）運行とし、双方向の循環型に統一した新たな路線として、実証運行を行

うこととした。 

 実証運行するに当たり、より循環バスに親しみを覚えてもらうために、青バス・赤バスの愛称を付与

し、平成 20 年 10 月 20 日から実証運行を開始した。 

 

≪路線図≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪運行時間≫ 

 

 

 

 

 

西コース、東コースの一体運行 

長野病院ロータリー

への乗り入れ 

アクアプラザ上田へ

の乗り入れ 

「北大手」「木町」

への運行 

7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00

青バス

赤バス

8:15 8：55

9:55

10：25

12：10

11：10 13：20

15：05

14：05 15：35

17：20

16：20 17：50

18：50

7：40 8：40

9:25

9：55 10：55

11：40

12：50

14：35

13：50 15：05

16：50

16：05 17：20

18：05

※表示時刻は上田駅の通過到着時刻実線ルート 点線ルート
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2－1－2.実証運行の評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 19 年度 ①平成 21 年度 ②最終目標値 増減（①－②） 
年間利用者数 

約 27,000 人 約 23,500 人 30,000 人 －6,500 人 

21 年 1 月～12 月 22 年同時期 増減 
期間利用者数 

22,948 人 25,922 人 ＋2,974 人 

平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 
満足度 

40％ 40％ 50％ 

 

≪実証運行期間中の利用者数推移≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪便別利用者数≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 交通事業者による利用者数調査より 

 

22.6

11.0

8.1

5.6

1.4

5.9

8.4 8.2 7.9

3.2

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00

(人)

あおバス あかバス

≪利用者数≫ 

� 21 年度年間利用者数約 23,500 人であり最終目標値 30,000 人にはまだ届かない。また、旧運行

時の年間利用者数は約 27,000 人と旧運行時の水準には至ってはいない。 

� しかし、22年 1月～12 月の 1 年間で 25,922 人（前年同時期+2,974 人）であり、利用者数は増

加傾向である。 

≪満足度≫ 

� 実証運行開始年度（平成 20 年度）は約 40％、21 年度は約 40％、22 年度は約 50％と向上を見

せている。 

2108
2002

1860 1889

1546

1751

1932 1872

2094
1931

2114
1986 2007 2053

2412

2035
1942

2306

2085

2514

2216 2163 2203

1681
1829

2276

79.5 84.3 87.0
73.1 74.4

87.5 80.5 84.6 86.3 87.3
79.0

96.5 88.5
74.7

88.7
80.2

104.8

85.2 83.2 88.1

8.0 8.8 8.5 8.6 8.7 7.9 9.6 8.8 7.5 8.9 8.0 10.5 8.5 8.3 8.8

67.367.2
75.6 81.474.3

84.0

6.76.77.67.47.38.78.4 7.4 8.48.1 8.1

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

11月 12月H21年1月2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月H22年1月2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

利
用

者
数

（人
）

0

50

100

150

200

250

300

平
均

利
用

者
数

（人
）

月別利用者数 日平均利用者数 1便当り利用者数

22,948 人 25,922 人 

約 23,500 人 

高校生が通学に利用 

平均5人に満たない最

終便 

平成 21 年と比較し、22 年の方が約 3,000 人増加した。 
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≪バス停利用者数調査結果（日平均利用者数）≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ バス利用実態調査結果 

 

利用者が少なく、運行

ルート上、迂回が発生

している箇所。 
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≪利用者ヒアリング結果≫ 

(1) 利用者の満足度 

◆平成 20年度調査結果 

 

 

 

 

 

 

◆平成 21年度調査結果 

 

 

 

 

 

 

◆平成 22年度調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 利用者からの意見や要望 

 

 

 

 

 

◆運行ルートは分かりやすいか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.1% 11.3%35.8% 15.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

分かりやすい 普通 分かりづらい 無回答

159

35.2% 9.4% 13.8%17.0% 21.4% 3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答

159

15.8% 19.8% 5.9% 5.9%25.7% 27.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

便利 やや便利 普通 やや不満 不満 無回答

222

26.9% 11.2% 16.8% 12.2% 6.1%16.2% 10.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

便利になった やや便利になった 変わらない やや不便になった

不便になった その他 無回答

198

満足傾向を示す回答率が、運行開始当初と比較

し約 10 ポイント向上している。 

� 利用者ヒアリング結果から、主に「運行ルート」「通院や買い物とダイヤの整合」「バス乗降時

の段差」についての不満が強い傾向である。 

� 利用者の自由意見から、「運行本数が少ない」「青バス、赤バスに変更したことへの抵抗感」「利

用が少ないバス停を回りすぎる」が主に聞かれた。 

自由記述より、以前より「遠回

り」になったとの意見が多い。 



6 

 

◆乗車時間は長すぎないか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆運行ダイヤは分かりやすいか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆通院・買い物・通学と時刻は合っているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆電車との接続は良いか 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.1% 19.5%53.5% 17.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

良くしてほしい 問題ない 鉄道は利用しないので分からない 無回答

159

17.6% 54.1% 28.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

問題あり 問題ない 無回答

159

18.9% 50.3% 21.4%9.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

分かりやすい 普通 分かりづらい 無回答

159

8.8% 69.2% 22.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

長すぎる 問題ない 無回答

159

乗車時間についての不満は少ない。 

概ね不便は無いと考えられる。 
ダイヤが細かい、パターン化して

欲しいとの自由意見があった。 

運行回数の増加、1時間に 1 本の運

行、お昼の運行を望む声がある。 

高齢者は鉄道を多くは利用しない。 鉄道との接続はそれほど不満はない。 
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◆運賃は妥当か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆乗降時の車両の段差は気になるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆循環バスの車両は分かりやすいか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ （２）のグラフは平成 22 年度利用者ヒアリング調査結果より 

 

58.5% 14.5%24.5% 2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

分かりやすい どらちでもない 分かりにくい 無回答

159

25.2% 62.9% 11.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

気になる 気にならない 無回答

159

7.5% 13.2%64.8% 14.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

高い 適切 安い 無回答

159

1 乗車 200 円は概ね受け入れられている。 

高齢者利用が多いこともあり、バス乗降時

の段差が気になる利用者が 25％に上る。 

車両については半数以上が分かりやすいとの評価。 
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2－1－3.実証運行で見えた課題と対応方針 

 

≪ルートについて≫ 

課題・問題点 対応方針 

①「アクアプラザ上田バス停」「卸団地南バス停」

の利用者数が少なく、迂回する意義が低い。また、

利用者からも改善の声がある。 

・「アクアプラザ上田バス停」は運行中止とする。 

・「生協診療所前バス停」～「高齢者福祉センター

バス停」間のルートを変更する。 

②旧運行時と比較し停車回数が減少した「松尾町バ

ス停」への停車回数確保。（利用者からの要望） 

・「原町バス停」から「公園市役所前バス停」間に

「（仮）商工会議所前バス停」を設け、松尾町利

用者の利便性を高める。 

③来春、大型商業施設が上田駅前から撤退し、JT

跡地に新店舗がオープンすることを受けてのル

ート変更。 

・JT 跡地を利用するルートに変更する。 

 

≪ダイヤについて≫ 

課題・問題点 改善策の提案 

①運行本数が少ないと感じている利用者が多い。 ・現状の車両運用の変更は予定に無く、運行本数は

現状を維持する。 

・運行本数に不便を感じている理由として、双方向

運行に対する利用者への浸透不足も一因と考え

られるため、ルート図・時刻表の工夫を考える。 

・なるべく、上田駅発時間を 5 分や 10 分単位等わ

かりやすい時間で揃えるなど、覚えやすいダイヤ

とする。 

 

≪車両について≫ 

課題・問題点 改善策の提案 

①「ステップが欲しい」との意見がある。 ・車両については、財源の捻出、交通事業者との協

議など諸事情の調整が必要となるため、当面は現

状の車両を用いて、今後の課題とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記課題を受けて、見直し案の検討を行う。 
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2－1－4.見直し案の検討 

(1) 運行ルートの見直し案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪見直しの考え方≫ 

� 「アクアプラザ上田バス停」への運行を中止し、「（仮）卸団地東バス停」を設置する。 

� 「高砂殿前バス停」～「玉姫殿前バス停」間は運行中止とし、JT 跡地に新たに出来る商業施設前に「（仮）アリオ上田前バス停」を設け、運行ルートを変更する。 

� 利用者から要望のある松尾町へのアクセス改善、商店街である海野町へのアクセス向上を目的に「（仮）商工会議所前バス停」を新設する。 

� 路線図は従来の「赤バス」「青バス」表記に加え、「東コース」「西コース」を併記して、より分かりやすい「路線図」とする。 

利用者が少ない「アクアプラザ上田バス停」へは運行中止し、

西コース沿線からの利用者を、循環バス最大の目的地「上田

駅周辺エリア」、新しく商業施設がオープンする「（仮）アリ

オ上田前バス停」方面へより直線的に結ぶ。 

「高砂殿バス停」～「玉姫殿バス停」間

は運行を中止し、ＪＴ跡地を通るルート

に変更する。 

利用者から要望のある「松尾町停

車」は、商店街である「海野町」へ

行き易くするため、新たに「（仮）

商工会議所前バス停」を設置する。 
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(2) 運行時刻の見直し案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2－1－5.今後のスケジュール 

 

 

 

1月 2月 3月 4月 5月以降

平成22年度 平成23年度

★実証運行の継続と見直し準備 ★4月中旬以降見直し案での運行
開始

≪見直しの考え方≫ 

� 始発バス停を可能な限り 00 分、10分など 5分単位での発時間、また等間隔のダイヤに努め、利用者が分かりやすく覚えやすい時刻とする。 

� 染谷丘高校への通学時間は最優先事項とし、日中は商業施設利用時間を考慮しながら、分かりやすいダイヤとする。 

� 従来の「あかバス」「あおバス」表記に加え、「東コース」「西コース」を併記することにより、「どこを走るバスなのか」を明確化させた「時刻表」とする。 

≪評価のまとめ≫ 

平成 23年 4月以降は、沿線の状況が大きく変わるため、

利用者動向の把握に努め、必要があれば見直しを実施

することとする。 

バス停№ バス停／便名 1便 2便 3便 4便 5便

1 上田駅 8:15 10:30 13:30 15:30

28 鷹匠町 8:16 ↓ ↓ ↓

2 松尾町 ↓ 10:32 13:32 15:32

3 海野町 ↓ 10:34 13:34 15:34

4 横町 ↓ 10:35 13:35 15:35

5 笠原工業前 8:17 10:37 13:37 15:37

東東東東 6 イオン上田前 8:18 10:38 13:38 15:38

ココココ 7 東高校入口 8:20 10:40 13:40 15:40

ーーーー8 ᩥ化会㤋合ᗇ前 8:23 10:43 13:43 15:43

スススス 9 ୗᕝ原ᰗ 8:24 10:44 13:44 15:44

10 染谷丘高校前 8:25 10:45 13:45 15:45

ᕥᕥᕥᕥ 11 ᒣ口 8:29 10:49 13:49 15:49

回回回回 12 ᒣ口西 8:30 10:50 13:50 15:50

りりりり 13 大ᫍ東 8:31 10:51 13:51 15:51

（（（（
14 北ᑠ学校前 8:33 10:53 13:53 15:53

染染染染 15 新田 8:34 10:54 13:54 15:54

谷谷谷谷 16 ᒣὒ電気前 8:35 10:55 13:55 15:55

丘丘丘丘 17 長野病院 8:36 10:56 13:56 15:56

高高高高 18 ⥳が丘 8:38 10:58 13:58 15:58

校校校校 19 ⥳が丘北 8:39 10:59 13:59 15:59

・・・・ 20 ⥳が丘西 8:41 11:01 14:01 16:01

ᒣᒣᒣᒣ 21 新ᒇ 8:42 11:02 14:02 16:02

口口口口 22 ⰼ園西 8:43 11:03 14:03 16:03

方方方方 23 北大手 8:46 11:06 14:06 16:06

面面面面 24 木町 8:47 11:07 14:07 16:07

行行行行 25 原町 8:49 11:09 14:09 16:09

））））26 （仮）商工会議所前 8:50 11:10 14:10 16:10

27 公園市役所前 8:51 11:11 14:11 16:11

1 上田駅 8:55 11:15 14:15 16:15

↓ ↓ ↓ ↓

バス停№ バス停／便名 1便 2便 3便 4便 5便

1111 上田駅 8:55 11:15 14:15 16:15 17:35

西西西西 28282828 （仮）アリオ上田前 8:59 11:19 14:19 16:19 17:39

ココココ 29292929 高齢者福祉センター 9:04 11:24 14:24 16:24 17:44

ーーーー30303030 （仮）卸団地東 9:09 11:29 14:29 16:29 17:49

スススス 31313131 卸団地南 9:10 11:30 14:30 16:30 17:50

32323232 生協診療所入口 9:11 11:31 14:31 16:31 17:51

ྑྑྑྑ 33333333 ሷᑼ 9:14 11:34 14:34 16:34 17:54

回回回回 34343434 日Ύ〇⢊前 9:16 11:36 14:36 16:36 17:56

りりりり 35353535 西上田駅南口 9:17 11:37 14:37 16:37 17:57

（（（（
36363636 中ᓥ入口 9:19 11:39 14:39 16:39 17:59

高高高高 33333333 ሷᑼ 9:22 11:42 14:42 16:42 18:02

齢齢齢齢 32323232 生協診療所入口 9:25 11:45 14:45 16:45 18:05

者者者者 37373737 ୗ⛅࿴ 9:26 11:46 14:46 16:46 18:06

福福福福 38383838 長野計ჾ前 9:28 11:48 14:48 16:48 18:08

祉祉祉祉 39393939 ⛅࿴保⫱園前 9:29 11:49 14:49 16:49 18:09

セセセセ 40404040 ᖖ☬町 9:31 11:51 14:51 16:51 18:11

ンンンン 41414141 生ሯ 9:32 11:52 14:52 16:52 18:12

タタタタ 42424242 ㆙ᐹ⨫南 9:33 11:53 14:53 16:53 18:13

ーーーー43434343 ⏘院前 9:34 11:54 14:54 16:54 18:14

東コースから西コースへ直通

青青青青バスバスバスバス（（（（上田上田上田上田バスバスバスバスओओओओ運行運行運行運行））））

西西西西 19191919 ⥳が丘北 9:36 11:56 14:56 16:56 18:16

上上上上 18181818 ⥳が丘 9:37 11:57 14:57 16:57 18:17

田田田田 17171717 長野病院 9:39 11:59 14:59 16:59 18:19

駅駅駅駅 16161616 ᒣὒ電気前 9:40 12:00 15:00 17:00 18:20

方方方方 44444444 ඵᖭ前 9:41 12:01 15:01 17:01 18:21

面面面面 23232323 北大手 9:44 12:04 15:04 17:04 18:24

行行行行 24242424 木町 9:45 12:05 15:05 17:05 18:25

））））25252525 原町 9:47 12:07 15:07 17:07 18:27

26262626 （仮）商工会議所前 9:49 12:09 15:09 17:09 18:29

27272727 公園市役所前 9:51 12:11 15:11 17:11 18:31

1111 上田駅 9:55 12:15 15:15 17:15 18:35

長長長長 11111111 ᒣ口 9:06 11:26 14:26 16:26 17:26

野野野野 10101010 染谷丘高校前 9:10 11:30 14:30 16:30 17:30

病病病病 9999 ୗᕝ原ᰗ 9:11 11:31 14:31 16:31 17:31

院院院院 8888 ᩥ化会㤋合ᗇ前 9:12 11:32 14:32 16:32 17:32

方方方方 7777 東高校入口 9:15 11:35 14:35 16:35 17:35

面面面面 6666 イオン上田前 9:17 11:37 14:37 16:37 17:37

行行行行 5555 笠原工業前 9:18 11:38 14:38 16:38 17:38

きききき 4444 横町 9:20 11:40 14:40 16:40 17:40

））））3333 海野町 9:21 11:41 14:41 16:41 17:41

2222 松尾町 9:23 11:43 14:43 16:43 17:43

1111 上田駅 9:25 11:45 14:45 16:45 17:45

バス停№ バス停／便名 1便 2便 3便 4便 5便

1111 上田駅 7:40 10:00 13:00 15:00

27272727 公園市役所前 7:44 10:04 13:04 15:04

26262626 （仮）商工会議所前 7:46 10:06 13:06 15:06

25252525 原町 7:48 10:08 13:08 15:08

24242424 木町 7:50 10:10 13:10 15:10

西西西西 23232323 北大手 7:51 10:11 13:11 15:11

ココココ 44444444 ඵᖭ前 7:54 10:14 13:14 15:14

ーーーー16161616 ᒣὒ電気前 7:55 10:15 13:15 15:15

スススス 17171717 長野病院 7:56 10:16 13:16 15:16

18181818 ⥳が丘 7:58 10:18 13:18 15:18

ᕥᕥᕥᕥ 19191919 ⥳が丘北 7:59 10:19 13:19 15:19

回回回回 20202020 ⥳が丘西 8:00 10:20 13:20 15:20

りりりり 43434343 ⏘院前 8:01 10:21 13:21 15:21

（（（（
42424242 ㆙ᐹ⨫西 8:02 10:22 13:22 15:22

長長長長 41414141 生ሯ 8:03 10:23 13:23 15:23

野野野野 40404040 ᖖ☬町 8:04 10:24 13:24 15:24

病病病病 39393939 ⛅࿴保⫱園前 8:06 10:26 13:26 15:26

院院院院 38383838 長野計ჾ前 8:07 10:27 13:27 15:27

・・・・ 37373737 ୗ⛅࿴ 8:09 10:29 13:29 15:29

⥳⥳⥳⥳ 32323232 生協診療所入口 8:10 10:30 13:30 15:30

ヶヶヶヶ33333333 ሷᑼ 8:13 10:33 13:33 15:33

丘丘丘丘 36363636 中ᓥ入口 8:16 10:36 13:36 15:36

方方方方 35353535 西上田駅南口 8:18 10:38 13:38 15:38

面面面面 34343434 日Ύ〇⢊前 8:19 10:39 13:39 15:39

行行行行 33333333 ሷᑼ 8:21 10:41 13:41 15:41

））））32323232 生協診療所入口 8:24 10:44 13:44 15:44

31313131 卸団地南 8:25 10:45 13:45 15:45

30303030 （仮）卸団地東 8:26 10:46 13:46 15:46

29292929 高齢者福祉センター 8:31 10:51 13:51 15:51

28282828 （仮）アリオ上田前 8:36 10:56 13:56 15:56

1111 上田駅 8:40 11:00 14:00 16:00

↓ ↓ ↓ ↓

バス停№ バス停／便名 1便 2便 3便 4便 5便

1111 上田駅 8:40 11:00 14:00 16:00 17:00

27272727 公園市役所前 8:44 11:04 14:04 16:04 17:04

26262626 （仮）商工会議所前 8:45 11:05 14:05 16:05 17:05

25252525 原町 8:46 11:06 14:06 16:06 17:06

東東東東 24242424 木町 8:48 11:08 14:08 16:08 17:08

ココココ 23232323 北大手 8:49 11:09 14:09 16:09 17:09

ーーーー22222222 ⰼ園西 8:52 11:12 14:12 16:12 17:12

スススス 21212121 新ᒇ 8:53 11:13 14:13 16:13 17:13

20202020 ⥳が丘西 8:54 11:14 14:14 16:14 17:14

ྑྑྑྑ 19191919 ⥳が丘北 8:56 11:16 14:16 16:16 17:16

回回回回 18181818 ⥳が丘 8:57 11:17 14:17 16:17 17:17

りりりり 17171717 長野病院 8:59 11:19 14:19 16:19 17:19

（（（（
16161616 ᒣὒ電気前 9:00 11:20 14:20 16:20 17:20

市市市市 15151515 新田 9:01 11:21 14:21 16:21 17:21

役役役役 14141414 北ᑠ学校前 9:02 11:22 14:22 16:22 17:22

所所所所 13131313 大ᫍ東 9:04 11:24 14:24 16:24 17:24

・・・・ 12121212 ᒣ口西 9:05 11:25 14:25 16:25 17:25

西コースから東コースへ直通

赤赤赤赤バスバスバスバス（（（（༓᭤༓᭤༓᭤༓᭤バスバスバスバスओओओओ運行運行運行運行））））
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2－2.丸子地域循環バス実証運行事業 

2－2－1.事業概要 

事業名 丸子地域循環バス実証運行 実証運行開始日 
H20 年 10 月 20 日 

H22 年 1 月 4 日見直し 

運行形態 定時定路線の循環型 運行本数 東㸸4 便 西㸸4便 運休日 休日、年末年始 

概要 

 丸子地域循環バスは当初、丸子地区の路線バスが通ってない地区を一➹᭩きで結び、1日 4便運行して

いた。㸯周で඲ての地区を回るため、運行㊥㞳が長く、乗車時間も 1 周約 90 分と長かった。そこで、利

用者の乗車時間▷⦰化を目ᣦし、運行ルートを東コースと西コースに分㞳し、2コースを 1ྎの車両で交

஫に循環する方ᘧとした。 

 上田市街地循環バスと同時に実証運行をスタートさせたが、利用実態から課題が見出されたため、各

コース 1 便の増便（計 2便）とルート変更、それにకうダイヤ変更を行い、平成 22 年 1月 4日より新た

な体ไで再スタートさせた。 

 

≪現ᅾの路線図と運行時間≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00

東コース

西コース

9:00

9:55

11:30

12:25

14:10

15:05

16:40

17:35

8:00

8:58

10:25

11:30

12:55

14:00

15:35

16:40

逆

逆

逆

逆
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2－2－2.見直しの経緯 

 当循環バスは平成 22 年 1 月 4 日に見直しを行い、実証運行の再スタートを行った。ここでは、見直

しに至った経緯をまとめる。 

 

(1) 実証運行しての課題 

課題㸯㸬利用者満足度の低ୗ 

 平成 22 年 1月見直し前の利用者アンケート調査結果によると、実証運行は旧運行と比較し便利になっ

たか㸽との問いに「やや不便になった・不便になった」が約 40％を༨めた。利用者の「不満足度」の改

善が課題となった。 

 

 

 

 

※ 平成 20 年度調査結果 

 

課題２㸬利用者の行動に合ったダイヤの見直し 

 東コース、西コースを 1 車両で運行しているため、各コースの運行間隔が開き、≉に通院の時間ᖏに

バスが合わないなど利用者行動とダイヤの不整合が生じた。 

 ①運行間隔の開きによる利便性低ୗのゎᾘ 

 ②≉に東コース沿線における丸子中ኸ病院利用の利便性向上 

西コース               東コース 

 

 

 

 

 

課題㸱㸬利用が㠀ᖖに少ないバス停への対応 

 利用不便地域をより࢝バーするため、新たなバス停を設置したが、利用がᛮわしくないバス停がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19.6% 11.8% 5.9% 9.8% 7.8%11.8% 33.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

便利になった やや便利になった 変わらない やや不便になった

不便になった その他 無回答

51

パターン

丸子中央病院着 1便 9:35 2便 12:25

↓ ↓

滞在時間 (2:02) (2:50)

↓ ↓

丸子中央病院発 2便 11:37 3便 15:15

通院 午後 パターン

丸子中央病院着 1便 10:53 2便 14:33

↓ ↓

滞在時間 (2:43) (1:54)

↓ ↓

丸子中央病院発 2便 13:36 3便 16:27

通院 午後

ඵッ口 

・バス停新設地区であるが、調査

6回とも 1人の乗降もない。 

୕ゅ 

・利用者が㠀ᖖに少ないがルー

トの迂回が大きい。 

中ᒣ・北原 

・利用者が㠀ᖖに少ない区間。

また、西丸子線も通っているこ

とにより、他地区に比べサーࣅ

レ࣋ルは高い。 

ᩥ化会㤋 

・ᩥ化会㤋へは迂回が必要であ

るが、利用者は少なく、ᩥ化会

㤋を経由することにより、῝ᒣ

地区から丸子駅前に行けない状

態である。 

㒓௙ᕝ原 

・バス停新設地区であるが、調査

6 回とも 1 人の乗降もなく、ルー

トの迂回も大きい。 
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(2) 見直し概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者が少ないが、迂回㊥㞳の

長い㒓௙ᕝ原へは運行中止。 

≪見直し方針≫ 

� 利用が少ないバス停、区間を見直し、効率的なルートに再⦅する。 

� 丸子駅での⁫ᅾ時間を 1 時間半⛬度確保し、༗前中・༗後でそれࡒれ往復できるようダイヤを

見直す。 

利用者が少ないが、迂回㊥㞳の

長い୕ゅへは運行中止。 

利用者が少なく௦᭰路

線として西丸子線があ

る「北原～ᕝ➃」は運

行中止。 

利用者が少なく、迂回㊥㞳の長いᩥ化

会㤋への運行は中止。 

7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00

東コース

西コース

8:30

9:40

11:20

12:30

15:10

16:20

9:50

11:00

13:30

14:40

16:20

17:30

逆

逆

現状のダイヤ 

利用者が少ないඵッ

口への運行中止。 

7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00

東コース

西コース

9:00

9:55

11:30

12:25

14:10

15:05

16:40

17:35

8:00

8:58

10:25

11:30

12:55

14:00

15:35

16:40

逆

逆

逆

逆

見直しダイヤ 
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2－2－3.実証運行の評価 

 

 

 

 

 

 

 

平成 19 年度 ①平成 21 年度 ②最終目標値 増減（①－②） 
年間利用者数 

約 8,900 人 約 7,300 人 13,000 人 －5,700 人 

21 年 1 月～12 月 22 年同時期 増減 
期間利用者数 

7,037 人 8,203 人 ＋1,166 人 

平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 
満足度 

30％ 55％ 60％ 

≪実証運行期間中の利用者数推移≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪便別利用者数≫ 

◆見直し前のࢹータ 

 

 

 

 

 

◆見直し後のࢹータ 

 

 

 

 

 

※ 交通事業者による利用者数調査より 

 

609

512 511

625

492

655
614

639

716

573 557 553 556

697
652

574

697

781
807

774
729

679
704

475

643
668

28.0
24.4

22.3 20.7 20.4

25.7 27.5

22.3 24.0 24.2
26.8 26.1 25.0 26.8

30.0 31.0 32.3
28.0 26.1 28.2

4.7 4.3 3.7 3.0 3.0 3.4 3.3 3.1 3.4 3.8 3.9 4.0 3.5 3.3 3.5

25.2
21.4

25.0
27.8

23.6 24.9

4.23.64.23.43.43.74.1 3.9 4.24.6 4.6

0

200

400

600

800

1,000

H20年11月12月H21年1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月H22年1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

利
用

者
数

（
人

）

0

20

40

60

80

100

平
均

利
用

者
数

（
人

）

月別利用者数 日平均利用者数 1便当り利用者数

≪利用者数≫ 

� 21 年度年間利用者数約 7,300 人は最終目標値 13,000 人にはまだ届かない。また、旧運行時の

年間利用者数は約 8,900 人と旧運行時の水準には至ってはいない。 

� しかし、22 年 1 月～12 月の 1 年間で 8,203 人であり、見直し前の前年同時期+1,166 人である

ことから、利用者数は増加傾向である。 

≪満足度≫ 

� 実証運行開始年度（平成 20 年度）は約 30％、21 年度は約 55％、22 年度は約 60％と向上を見

せている。 

7,037 人 8,203 人 

約 7,300 人 

平成 21 年と比較し、22 年の方が約 1,000 人増加した。 

4.6
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≪バス停利用者数調査結果（日平均利用者数）≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用が少ない「㒓௙ᕝ

原バス停」 

利用が少ない「ඵッ口

バス停」 

利用が少ない୕ゅ地区

のバス停 

利用が少ない中ᒣ・北

原のバス停 

利用者が少ない「ᩥ化

会㤋バス停」 

実証運行開始当初ルート時の調査結果 見直し後のルートによる調査結果 
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≪利用者ヒアリング結果≫ 

(1) 利用者の満足度 

◆平成 20年度調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

◆平成 21年度調査結果（見直し前） 

 

 

 

 

 

 

 

◆平成 21年度調査結果（見直し後） 

 

 

 

 

 

 

 

◆平成 22年度調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

50.0% 25.0%12.5% 9.4% 3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答

32

42.9% 14.3% 9.5% 14.3%19.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

便利 やや便利 普通 やや不満 不満 無回答

21

26.7% 6.7% 10.0% 16.7%33.3% 6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

便利 やや便利 普通 やや不満 不満 無回答

30

19.6% 11.8% 5.9% 9.8% 7.8%11.8% 33.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

便利になった やや便利になった 変わらない やや不便になった

不便になった その他 無回答

51

満足傾向を示す回答率が時間の経㐣とともに、

向上している。 
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(2) 利用者からの意見や要望 

 

 

◆運行ルートは分かりやすいか 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆乗車時間は長すぎないか 

 

 

 

 

 

 

 

◆運行ダイヤは分かりやすいか 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆通院・買い物・通学と時刻は合っているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1% 59.4% 37.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

問題あり 問題ない 無回答

32

15.6% 53.1% 31.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

分かりやすい 普通 分かりづらい 無回答

32

68.8% 31.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

長すぎる 問題ない 無回答

32

31.3%21.9% 46.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

分かりやすい 普通 分かりづらい 無回答

32

概ね運行ルートについては不便を感じられていない。 

� 当循環バスに対して、利用者からは概ねዲ意的に受けとめられている。 

乗車時間についての不満は少ない。 

概ね不便は無いと考えられる。 

概ね不便は無いと考えられる。 
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◆運賃は妥当か 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆乗降時の車両の段差は気になるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆循環バスの車両は分かりやすいか 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ （2）のグラフは平成 22 年度利用者ヒアリング調査結果より 

2－2－4.今後のスケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31.3% 34.4%34.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

分かりやすい どらちでもない 分かりにくい 無回答

32

18.8% 43.8% 37.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

気になる 気にならない 無回答

32

31.3%68.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

高い 適切 安い 無回答

32

1 乗車 200 円は概ね受け入れられている。 

普段はステップ付のバスを౑用しているが、調査日

は諸事情により別車両であったため、「気になる」

とした回答者もいると推 できる。 

回答者の 3๭は分かりやすいとの評価。まりࢇこྕはᑓ用バスを用いている。 

1月 2月 3月 4月 5月以降

平成22年度 平成23年度

★実証運行の継続と見直し準備 ★現状の運行形態で本格運行へ移行

≪評価のまとめ≫ 

今後も利用実態の把握に努め、利用者数の維持を目ᣦし、必要があれば見直ししていく。 
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2－3.循環バス共通回数券事業 

2－3－1.事業概要 

事業名 循環バス共通回数券事業 発行年月日 H22 年 1 月 4 日 

発኎㔠㢠 1 ෉ 2,000 円（100 円券 22 ᯛ⥛り） 発行ሙ所 

上田市街地循環バス車ෆ 

丸子地域循環バス車ෆ 

༓᭤バスओ上田Ⴀ業所 

上田バスओ上田Ⴀ業所 

概要 

 丸子地域循環バスの運賃は実証運行前から 1回 200 円であり、実証運行による価᱁変更は行わなかった。

また回数券が発行されており、利用者に浸透していた。一方、上田市街地循環バスは 100 円と 200 円の対

ロไから࢟ 1 回 200 円の定㢠ไへと変更し、≉に▷㊥㞳利用者から運賃に対する不満が出されていた。ま

た、回数券㢮のサーࣅスは無かった。そこで、利用ಁ㐍の一環として、๭ᘬを設けた両循環バス共通の回

数券を発行することとした。 

 

2－3－2.事後評価 

 

 

◆回数券の利用実態 

 

≪上田市街地循環バス≫ 

 

 

 

≪丸子地域循環バス≫ 

 

 

 

 

◆回数券事業に対する要望 

 

≪上田市街地循環バス≫ 

 

  

 

≪丸子地域循環バス≫ 

 

 

 

※ 平成 22 年度利用者ヒアリング調査結果より 

 

12.6% 31.4% 7.5%5.0% 43.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

౑っている これから㉎入する予定㉎入予定 ㉎入予定なし ▱らなかった 無回答

159

25.0% 9.4% 25.0%3.1% 37.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

౑っている これから㉎入する予定㉎入予定 ㉎入予定なし ▱らなかった 無回答

32

47.1% 44.6%
1.3%

1.3%
5.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

1෉当りの設定㔠㢠を㏣加してほしい ㉎入できるሙ所を㏣加してほしい

もっと๭ᘬ率を大きくして欲しい ≉になし

その他 無回答

159

61.3% 38.7%3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

1෉当りの設定㔠㢠を㏣加してほしい ㉎入できるሙ所を㏣加してほしい
もっと๭ᘬ率を大きくして欲しい ≉になし
その他 無回答

32

� 利用者にもっと回数券のことを▱ってもらうことが必要 

≉に市街地循環バスで「▱ら

なかった」との回答が多い。 

高齢者からは「回数券は無くし

てしまう」との意見もあった。 

回数券に対して、✚ᴟ的な意見は出ない状況。 

≪評価のまとめ≫ 

回数券をより周▱してもらうための周▱を行う。今年度 1月、2 月、3月に利用者にࢳラシ㓄ᕸ

を行う 
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2－4.傍陽線本原地区迂回実証運行事業 

2－4－1.事業概要 

事業名 傍陽線本原地区迂回実証運行 実証運行開始日 H22 年 10 月 1 日 

運行形態 定時定路線 運行本数 33 便（ෆ迂回 21 便） 運休日 休日、年末年始 

概要 

 傍陽線は上田駅と┿田地区の大಴、入㍍஭ἑ地区を結ぶ路線バスである。当路線は┿田自἞センター

入口～上田駅間をⳢ平線、┿田線と㔜」運行し、1時間当たり 1～3本の運行が確保されている。 

 そのような中、上記の㔜」区間にはバス利用が不便な「本原地区」があり、当ヱ地区のバス利用の利

便性向上を目的に、傍陽線の一㒊を迂回運行することとした。なお、迂回運行するに当たっては、ᮍ通

㐣となるバス停の利用実態を調査し、利用者の利便性が低ୗしないよう、最大限㓄慮したものとした。 

 

≪路線図≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本原地区ෆには新たに「中原バ

ス停」「上原バス停」を新設し、

傍陽線中原経由を新設した。 

傍陽線の他、Ⳣ平線、┿田線が

運行されており、傍陽線の一㒊

のみを「本原地区ෆ」に迂回運

行させた。 
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2－4－2.実証運行の評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実証運行前（平成 21 年） 実証運行後（平成 23 年） 増減 利用者数 

10 月～12 月 約 9,400 人 約 10,400 人 ＋1,000 人 

上原バス停 中原バス停 新設バス停 

日平均利用者数 7.9 人 11.1 人 

①満足・ 

どちらかというと満足 

②不満足・ 

どちらかというと不満足 
差（①－②） 

満足度 

30％ 20％ 10 ポイント 

 

≪利用者数の比較≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 当ࢹータの利用者数は運賃཰入を利用者 1 人当たり単価で㝖した値 

 

≪バス停利用者数≫ 

 

 

 

 

 

 

 

※ 平成 22 年 10 月 7 日～25 日の調査ࢹータ 

 

 

≪実証運行前との利用者数比較≫ 

� 実証運行開始後 3 ࣨ月間（平成 22 年 10 月～12 月）の利用者数は約 10,400 人であり変更前で

ある前年同時期より約 1,000 人増加している。 

≪新設バス停の利用状況≫ 

� 新設した「上原バス停」は日平均 7.9 人、「中原バス停」は日平均 11.1 人の利用があり、実㝿

に利用されている状況は確ㄆされた。 

≪満足度≫ 

� 「満足・どちらかというと満足」が約 30％、「不満足・どちらかというと不満足」が約 10％と

満足との回答率が不満足の回答率を約 20 ポイント上回っている。 

� 実証運行により不便になったこととしては半数以上は「≉に不便を感じない」と回答。 

� 次いで「時刻の変更」が高い回答率を示しており、更なる調査分ᯒが必要である。 

 

3,300 3,100 3,000

9,400

3,600 3,300 3,500

10,400

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

10月 11月 12月 合計

利
用

者
数

（
人

）

変更前（平成21年） 変更後（平成22年）

いࡎれの月も、今年

度の月利用者数は

前年度を上回って

いる。 

「上原バス停」・・・7.9 人 

「中原バス停」・・・11.1 人 

の日平均利用者数である。 
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≪利用者ヒアリング結果≫ 

(1) 利用者の満足度 

◆本原地区迂回運行が良かったかどうか㸽 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本原地区迂回により不便になった点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 平成 22 年度利用者ヒアリング調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.9% 12.2%24.4% 58.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

本原バス停の利用が不便になった 時刻が変更になり不便になった

≉に不便を感じない 無回答

41

9.8% 4.9% 7.3% 14.6%17.1% 46.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

満足(良かった) どちらかというと満足(良かった)

変わらない どちらかというと不満足

不満足 無回答

41

満足傾向の回答率は約 30％、 

不満足傾向の回答率は約 10％ 

半数以上は「≉に不便を感じな

い」と回答。 

不満点としては、時刻変更につ

いて不満が出ている。 

≪評価のまとめ≫ 

実証運行開始後 4 ࣨ月ということで、現行の運行を継続する。 

来年度以降もᘬき続き、利用状況、利用者の意向を調査し、問題点の検証等を行う。 
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2－5.乗り継ぎ情報提供表示板の作成事業 

2－5－1.事業概要 

事業名 乗り継ぎ情報提供表示板の作成 設置年月日 平成 21 年 3 月 30 日設置 

設置ሙ所 上田駅おᇛ口バス乗りሙ 大ᒇ駅ロータリー 

概要 

 上田市の公共交通の結⠇点としては、J5 長野新ᖿ線、しなの鉄道、上田電鉄別所線、バス、タクシー

が接続する上田駅、そして、しなの鉄道、バス、タクシーが接続する大ᒇ駅がᣲࡆられる。これら、駅

の利用者が上田市ෆの公共交通情報を一目で把握できる「情報提供表示板」の設置を行った。 

 上田駅にはኪ間にも対応できるෆ↷ᘧの表示板で、市ෆの鉄道及びバスの路線図と時刻表をᥖ示して

いる。大ᒇ駅の表示板は、↷明は無く、鉄道及び丸子地域のバス路線図と時刻表に限ってᥖ示している。 

 なお、これらの情報提供表示板についてはダイヤ改ṇ時に㝶時更新を行っている。 

≪上田駅の情報提供表示板≫          ≪大ᒇ駅の情報提供表示板≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2－5－2.事後評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 平成 21 年度利用者ヒアリング調査結果 

 

 

 

 

33.3% 10.3% 6.9% 3.4%46.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

඲体

便利 やや便利 普通 やや不便 不便

87

� 乗り継ぎ情報提供表示板に対しては約 40％の人が「便利・やや便利」と答えており、概ねዲ意

的に受け止められていると評価できる。 

� 駅を降り❧ち、❧ち止まって表示板を見ている人もおり、役๭は果たしているといえる。 

「便利・やや便利」の回答率が約 40％ 

≪評価のまとめ≫ 

情報がྂくならないよう、ダイヤ改ṇࡈとの情報更新を確実に継続する。 
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2－6.バスマップの作成事業 

2－6－1.事業概要 

事業名 バスマップの作成 㓄ᕸ年月日 平成 21 年 4 月中㓄ᕸ 

㓄ᕸ対㇟ 上田市඲ୡᖏ 

概要 

 上田市では循環バス、オレンジバス、路線バスの運行形態ࡈとの時刻表または路線図しかなく、上田

市඲体のバス路線⥙がどのようになっているか把握するための情報提供がされていなかった。さらに路

線バスについては」数の交通事業者が運行しており、各事業者の出す時刻表等に㢗らࡊるをᚓなかった。 

 そこで、市Ẹのᗈ域的な移動時の情報提供及び公共交通に㛵ᚰを高めてもらうために、市඲体のバス

路線⥙と時刻が把握できる༳ๅ物（以降「バスマップ」）を作成し、඲ᡞ㓄ᕸすることとした。 

 バスマップはᦠᖏできる「ポケット∧（࣑࢘ラᢡ）」とᐙのቨなどに㈞り付け可能な「$2 ∧」の 2 ✀㢮

を作成した。ポケット∧は表⿬を౑い、一面に路線図、もう一面は時刻表とした。$2 ∧は㈞り付けを᝿

定しているため、∦面のみの౑用で路線図と時刻表の 2 ᯛ一⤌とした。 

 なお、これらのバスマップについてはダイヤ改ṇ時に㝶時更新を行っている。 

≪ポケット∧バスマップ≫          ≪$２∧バスマップ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2－6－2.事後評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 平成 21 年度利用者ヒアリング調査結果 

 

 

44.2% 14.0% 7.0% 5.4%29.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

඲体

便利 やや便利 普通 やや不便 不便

129

� ポケット時刻表㢮に対しては約 60％の人が「便利・やや便利」と回答。 

� 利用者の中には持ཧしている人もおり、「実施して欲しい事業の一つ」であったとゝえる。 

「便利・やや便利」の回答率が約 60％ 

≪評価のまとめ≫ 

市Ẹに対する公共交通の周▱策として行われ、利用者ヒアリング結果からは一定の効果をᣲࡆ

ることが出来た。 
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2－7.上田電鉄別所線車両のラッピング事業 

2－7－1.事業概要 

事業名 上田電鉄別所線車両のラッピング事業 運行開始年月日 
1 ྕ㸸平成 20 年 10 月 4 日 

2 ྕ㸸平成 20 年 12 月 25 日 

概要 

 上田電鉄別所線は平成 17 年度時点で年間㍺㏦人ဨが減少傾向であり、路線の再生がᛴົとなった。そ

こで、平成 16 年度に「上田電鉄別所線再生計画（以降「別所線再生計画」）」を策定し、鉄道ᶵ能向上や

 。フト施策など利用ಁ㐍に向けたྲྀり⤌みを行ってきたࢯ

 上田市で平成 19 年度に策定された「上田市地域公共交通活性化総合㐃ᦠ計画」においても、別所線再

生計画を位置づけ、利用ಁ㐍に向けたྲྀり⤌みを実施することとした。利用ಁ㐍においては、利用者や

沿線ఫẸの気持ちに「なࢇとなく乗ってみたい」「乗るのがᴦしい」との感情をⱆ生えさせることも大切

なことである。そこで、平成 20 年 10 月に新たにᑟ入された新型車両 2 ⦅成に、原田Ὀ἞Ặࢹザインの

ラッピングを施し、「自↛と཭だち 1ྕ」「自↛と཭だち 2ྕ」として運行を開始した。 

≪自↛と཭だち 1ྕ≫             ≪自↛と཭だち 2 ྕ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

2－7－2.事後評価 

 

 

 

 

 

 

◆月別利用者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 上田電鉄より 

144,546

120,029

101,097 100,696
94,077 95,819

140,887

111,304

80,197

142,429

122,411

101,807 98,476 97,397 97,833

143,564

114,929

82,381

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

利
用

者
数

（
人

）

H19年度 H20年度

※上田市役所㹆㹎より 

� ラッピング車両が運行を開始した 20 年 10 月～12月の 3ࣨ月利用者数は約 340,000 人（前年同

時期約 330,000 人）で前年同時期と比較し 10,000 人増加しており、ラッピング車両ᑟ入の効果

が利用者数増加の一因となったと考えられる。 

� 平成 21 年度年間利用者数は、経῭情ໃᝏ化や新型インフルエンザ等にᙳ㡪され減少したが、減

少傾向にはṑ止めが᥃かっている。 

� 「ラッピング電車によって別所線のイ࣓ージが良くなった」が約 60％の回答率であり、「乗り

たい」との回答も約 60％であったことから、別所線のイ࣓ージ向上に⧅がった。 

単位：人

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計 月平均利用者数

H19年度 144,546 120,029 101,097 100,696 94,077 95,819 140,887 111,304 80,197 988,652 109,850

H20年度 142,429 122,411 101,807 98,476 97,397 97,833 143,564 114,929 82,381 1,001,227 111,247

※ラッピング電車は平成20年度10月4日より運行開始

※赤塗りの数値はラッピング車両が運行中の月利用者
車両ラッピング後の 3 ࣨ月利用者は前年をᖖに上回った。 
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◆年間利用者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 上田市アイプロジ࢙クト H3 より 

≪利用者ヒアリング調査結果≫ 

◆ラッピング電車によって別所線のイ࣓ージが変わったか㸽 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ラッピング電車にまた乗りたいか㸽乗ってみたいか㸽 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 平成 20 年度ラッピング電車利用者ヒアリング調査結果 

 

 

 

27.3% 28.8%36.4% 7.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

乗りたいࡦࡐ ᶵ会があれば乗りたい どちらでも良い 無回答

132

64.4% 17.4%14.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

良くなった 変わらない 分からない 無回答
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実績 当初予測（別所線再生計画） 当初予測(対策なし)

経῭情ໃᝏ化や新型インフルエンザ等が

ᙳ㡪し平成 21 年度利用者数は減少した。 

利用者数減少傾向にṑ止めが᥃かった。 

「イ࣓ージが良くなった」が約 60％ 

「乗りたい」との意向が約 60％を༨めた 

≪評価のまとめ≫ 

別所線イ࣓ージ向上や利用ಁ㐍において、一定の効果は発現したと評価できる。 
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2－8.タクシー事業の活性化及びタクシーを活用した観光に資する事業 

2－8－1.事業概要 

事業名 
タクシー事業の活性化及びタクシー

を活用した観光に資する事業 
事業開始時期 H22 年 4 月 1 日事業発足ᘧ 

対㇟地区 上田市 $ 地域（上田地域） 

概要 

 上田市ෆのタクシー事業は「≉定地域におけるタクシー事業（一⯡乗用᪑ᐈ自動車運㏦事業）の適ṇ

化及び活性化に㛵する≉別ᥐ置ἲ」の施行により今後タクシー事業の適ṇ化・活性化の推㐍にྲྀり⤌む

こととなった。この≉ᥐἲにおいては、タクシー事業も鉄道やバスとともに地域公共交通の一⩼をᢸう

㔜要な公共交通ᶵ㛵の一つとして位置づけられたことから、タクシー事業の当ヱ事業について「総合㐃

ᦠ計画」及び、「地域公共交通活性化・再生総合事業計画事業」に位置づけ事業を推㐍することとなった。 

 事業ෆᐜとしては「タクシー観光のための乗ົဨ等接ᐈレ࣋ルの向上」「交通結⠇点である J5 上田駅

タクシー乗りሙへのタクシーアテンダントの㓄置」「タクシー観光のための┿田ᖾᮧ・┿田༑ຬኈの 35」

「タクシーによる地域㈉⊩活動」の 4つを推㐍した。 

 

≪接ᐈ・観光レ࣋ルアップ◊ಟ会≫ ≪上田駅でのタクシーアテンダント≫  ≪観光 35 事業≫ 

 

 

 

 

 

 

 

2－8－2.事後評価 

 

 

 

 

 

   21 年度 22 年度
1 

前年度差 

目標値 

22 年度差 

年間タクシー観光利用者数
2 242 ⤌ 288 ⤌ 46 ⤌増加 300 ⤌ 12 ⤌不足 

ⱞ情௳数 9 ௳ 6 ௳ 3 ௳減少 － － 

利用者の満足度
3 約 60％ 約 80％ 20 ポイント上᪼ － － 


1㸸22 年度は平成 22 年 4月～12 月の期間 


2㸸観光࢞イࢻタクシーをྵめた時間㈚切の運行回数（定期性のあるものは㝖く） 


3㸸Ｊ㹐上田駅におけるタクシーアテンダントまたは乗ົဨによるヒアリング調査結果 

※ 長野┴タクシー協会より 

 

 

� 今年度は年間タクシー観光利用者数が 288 ⤌（平成 22 年 12 月時点）であり、目標値 300 ⤌に

は 12⤌及ばなかったが、現状推移を維持できれば、目標を㐩成する見㎸みである。また、前年

度との比較を行うと、今年度は 46⤌増加させることが出来た。 

� 今年度ⱞ情௳数は 6௳と、᫖年度と比較し 3 ௳減少させることが出来た（平成 22年 12 月時点）。 

� 今年度は約 80％の利用者満足度をᚓており、᫖年度から 20ポイント向上させることが出来た。 

≪評価のまとめ≫ 

事業により一定の効果は発現したと考えられる。来年度以降、「タクシーアテンダント事業」で

は、観光▱㆑・ㄒ学ຊ等を保持したアテンダントỌ続的確保を検討中である。 
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3.その他事業 

3－1.オレンジバス見直し事業 

 オレンジバスは「上田市地域公共交通活性化・再生総合事業計画」において位置づけはされていない

が、市内の公共交通の一翼を担う重要な公共交通機関として、当報告書の中で取り上げることとする。 

 

3－1－1.事業概要 

事業名 オレンジバス見直し事業 見直し予定年月日 H23 年 4 月中 

運行形態 定時定路線 運行本数 
6 コース 

各コース㸸1日 2便を㐌 2日運行 
運休日 休日、年末年始 

概要 

 オレンジバスは高齢者が買い物や通院、高齢者福祉センターへの通所を目的に運行されている定時定

路線の福祉型バスである。60 ṓ以上の高齢者・㞀ᐖ者・ᗂඣ（6 ṓ以ୗ）は無ᩱ、その他の利用者は 1

回 100 円で利用できる。 

 オレンジバス運行ルート沿線には JT 跡地再開発をᢪえており、平成 23 年 4 月には大型商業施設が開

店することとなっている。また、開店にకい上田駅おᇛ口の᪤Ꮡ店舗は㛢店がỴまっており、オレンジ

バスを利用しての買い物ᐈへの㓄慮も必要になることから、運行ルートの見直しを図るものとする。 

 

≪路線図≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルート変更箇所 
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≪各コースの回り方≫ 

◆ᇛୗ・ሷᑼコース 

 図は「行き便」の回り方。「ᖐり便」

は㏫回り。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆西ሷ田コース、東ሷ田コース、ᾆ㔛・ᐊ㈡コース 

 図は「行き便」の回り方。「ᖐり便」

は㏫回り。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆⚄ᕝ・⚄⛉コース、㇏殿・⚄⛉コース 

 図は「行き便」の回り方。「ᖐり便」

は㏫回り。 

 

 

 

 

 

 

 

行き 帰り 主なのりば

始発 終点 下塩尻

長野病院前

染谷丘高校前

海野町

松尾町

上田駅お城口

日本タバコ前

諏訪形

小牧

県営水道

朝日が丘

中之条

千曲高校

終点 始発 高齢者福祉センター

行き 帰り 神川・神科コース 豊殿・神科コース

主なのりば 主なのりば

始発 終点 常入 上川原柳

大屋駅 赤坂口

信濃国分寺駅前 原町

鷹匠町 市役所前

終点 始発

上田駅お城口

日本タバコ前

高齢者福祉センター

行き 帰り 西塩田コース 東塩田コース 浦里・室賀コース

主なのりば 主なのりば 主なのりば

始発 終点 田中 大学前駅 入組

塩田地域自治センター 東塩田小学校 原組

塩田町駅 柳沢 田中組

川西医院 塩田地域自治センター 川西地域自治センター

上田原駅前 創造館前 古吉町

三角 三角 中之条

三好町2丁目 三好町2丁目 御所

四中前 四中前 三好町

終点 始発

（仮）アリオ上田前

高齢者福祉センター

アクアプラザ上田

三好町1丁目

高齢者福祉センター

（仮）アリオ上田前

上田駅お城口
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4.今後の事業予定 

 「上田市地域公共交通活性化・再生総合事業計画」は平成 20 年度～22 年度の 3 年間の事業である。

よって、今年度で当事業は完了となる。しかし、バスの運行事業やタクシー事業の当該事業は来年度以

降も引き続き実施予定であり、それらの実施予定を以下に示す。 

 

≪平成 23年度以降の事業実施予定≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.「地域公共交通確保維持改善事業～生活交通サバイバル戦略～」の有効活用 

 国では交通基本法関連施策として、平成 23 年度に「地域公共交通確保維持改善事業～生活交通サバ

イバル戦略～」として 305 億円の予算計上を予定している。 

 現時点では制度の詳細は示されていないが、制度を最大限活用して、公共交通の確保維持及び活性化

を図っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

事業名

上田市街地循環バス
実証運行事業

丸子地域循環バス実
証運行事業

循環バス共通回数券
の発行

傍陽線本原地区迂回
実証運行

タクシー事業の活性化
及び観光振興に資する
事業

乗り継ぎ情報提供表
示板及びバスマップ作
成

別所線車両ラッピング

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度以降

★見直しによる本格運行開始
（H22年4月中旬以降予定）

利用実態を把握しながら、必要に応じ
見直しを実施する。

利用者の要望等に配慮し、改善をしな
がら販売を継続する。

利用実態を把握しながら、必要に応じ
見直しを実施する。

実証運行期間が未だ4ヶ月と短期間であるため、今後の利用状況を
把握しながら、必要に応じ見直しを実施する。

利用実態を把握しながら、必要に応じ
見直しを実施する。

鉄道会社、バス会社等各事業者のダイヤ改正に併せて、
情報更新を行う。

平成20年度の事業を持って、事業完了とする。


